
①
ボイラー空気比の測定調査(ホテル)

真空温水機に着目し空気比の調査を行った。

空気比改善前と改善後を使用し
燃料低減率を本グラフから見つ [%

]
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③
測定した結果､酸素濃度は5.7％あり､ボイラーの空気比は1.37であった。

省エネルギー運用改善テーマの調査風景 低減前後空気比から燃料低減率がわかる

空気比の測定には、下記装置があれば簡単に行える。

燃焼排ガス分析計
Testo320 (No.60227510)
排ガスプローブ
300mm/φ6/500℃
(株式会社テストー社製)

1.371.27

低減前後空気比

0.78

燃料低減率を本グラフから見つ
けることができる

引用：「ビル省エネ手帳2012」

排
ガ
ス
O

2
[%

]

燃
料
低
減
率
(対

改
善
前

)[
%
]

② ④
ボイラーの空気比は基準範囲内にあるが、

ボイラーの失火等がまったくないことから、
チャレンジ目標として、空気比をさらに「0.1」削減する。

(株式会社テストー社製) 低減前後空気比 引用：「ビル省エネ手帳2012」

((一財)省エネルギーセンター)

ボイラーの空気比測定 空気比変更による効果(年間ガス使用量:84,000㎥)

空気比を1.37→1.27とすると

燃料低減率は、約0.78％となり

年間ガス使用量から下記の節約効果が計算できる

84,000㎥/年×0.0078×100円/㎥≒66,000円/年

※ 空気比の調整は専門業者に依頼願います。
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